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1 当時の名称は、「ジンバブウェ・アフリカ民族同盟」（Zimbabwe African National Union: ZANU）であるが以下 ZANU 
PFと記述する。 
「暴君」と呼ばれた世界最高齢の大統領ムガベの退場 





戦線・ジンバブウェ・人民同盟」（Patriotic Front-Zimbabwe People’s Union: PF-ZAPU）と連立政権
を樹立し、さらに複数の白人を閣僚として任命した。4 月の独立記念式典におけるムガベの演説
についてある評伝は、「和解、再建、そしてとりわけ愛を主題とするものであった」として讃えて





















死亡した［Catholic Commission for Justice and Peace in Zimbabwe and the Legal Resources Foundation 




                                                   
2 代表的な人物としては、南ローデシア時代の首相トッド（Garfield Todd）の娘で、ジンバブウェ独立後、NGO「ジ
ンバブウェ・プロジェクト」を創設し元兵士の武装解除・動員解除・社会復帰（Disarmament, Demobilization, 
Rehabilitation: DDR）に積極的に取り組んだジュディス・トッド（Judith Garfield Todd［Todd 2007］）、著名な人権
派弁護士で連立政権当時、民主変革運動（MDC）選出の閣僚として教育・スポーツ・芸術・文化担当相に就任
したコルタート（David Coltart［Coltart 2016］）、そして有名なジャーナリストでリベラル系の日刊紙『デイリー
ニュース』（Daily News）の創刊者であるニャロタ（Geoffrey Nyarota［Nyarota 2006］）等を挙げることができる。 
3 たとえばアストロウ［Astrow 1983］、そしてストーンマン［Stoneman 1988］等を挙げることができる。 
「暴君」と呼ばれた世界最高齢の大統領ムガベの退場 





































                                                   
4 彼らは ESAP の実施により解雇された 1 万人にのぼる下級公務員、主として清掃員や料理人の大半を占めたと
考えられるが確証はない［Chung 2006, 268］。 
「暴君」と呼ばれた世界最高齢の大統領ムガベの退場 
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立と同時に首相、そして 87年に大統領に就任し、爾来、2017年 11月の辞任まで ZANU PFそし
てジンバブウェ政府の最高指導者として君臨した。暴君そして独裁者として彼を評することは、
彼個人に権力が集中しそれを独善的に行使したという前提に立った解釈であろう。しかしこうし
た解釈は、独立前の解放闘争期、そして独立後の 37年間のジンバブウェの政治状況と ZANU PF
内部の力学を検討するならばいささか単純化しすぎる嫌いがある。 
アフリカ諸国の政治そしてその力学を分析する場合に、一般的に注目される要因は、エスニッ










属意識は、とくに 70年代の内戦期において ZANU PFの組織としての不安定性を生み出し、指導
部に対する反乱や 75 年当時、同組織の軍事活動の統括機関、「ダレ・レチムレンガ」（Dare 
reChimurenga）代表であったチテポ（Herbert Chitepo）の暗殺事件を引き起こしたとしばしば指摘
されている 5。 
政権与党となった ZANU PF の党内力学は、サブエスニックグループの派閥の分析によって説
明できるケースもあるが、それだけでは説明が付かないケースが多々存在する。すなわち 1984年、


















時期の ZANU PF党内の政治力学とは何だったのであろうか。 
ここで注目したいのが ZANU PF 副党首そして副首相、のちに副大統領となったムゼンダの果
たした「スタビライザー」としての役割である。ムゼンダはムガベが党首となって以来、2003年
に死去するまでまさに彼の「腹心」として行動を共にした。概説的なジンバブウェ現代史に彼は


















であったという［Holland 2008, 195-198］10。他方、現大統領ムナンガグワ（Emmerson Mnangagwa）
                                                   
6 たとえば内戦当時、ZANU PFのナンバー3であったテケレ（Edger Tekere）は、独立後、党内で孤立し周辺化さ
れた［Tekere 2007］。 
7 たとえばメレディス［Meredith, 2002］がムゼンダに言及するのはわずか 2 カ所だけであり、またブレア［Blair 
2003］の彼に関する記述はわずか数行である。 
8 チュンは 1970年代の内戦当時 ZANU PFのメンバーとなり、80年代は教育相を務めた。 
9 たとえば党執行部の決定に反対したベテラン党員コンバイ（Patrick Kombayi）襲撃事件（1990年）はこれに該当
するであろう。 
10 ジンバブウェ大学教授マクンベ（John Makumbe）と著者との対話（2011年 8月、ハラレ）。 
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ムガベの失脚を企てた容疑で副大統領を解任され ZANU PF から追放された。そしてムジュルに
代わって副大統領に任命されたのがムナンガグワである。 
ところでこのムジュル派に取って代わる形で登場してきたのが大統領夫人グレース・ムガベを
領袖とする「ジェネレーション 40」（Generation 40: G40）である。G40は、主として 1990年代の
ESAP を背景として登場してきた武力闘争を経験していない若手起業家の党員によって構成され




派を重用する方向へと向かっていったことは間違いない。最終的に彼は 2017年 11月 6日、ムナ
ンガグワを副大統領のポストから解任したのである。 










                                                   
11“Mugabe looks happy, relaxed, says cleric.” The Standard, February 18, 2018. 
（http://www.thestandard.co.zw/2018/02/18/mugabe-looks-happy-relaxed-says-cleric/, 2018年 2月 19日アクセス）. 
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